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昇町白寿会定例会に参加して

今週、１１日月曜日に昇町公民館で行われた「白寿会定例会」に初めて、参加させてい

ただきました。

朝１０時からの開催で、約３５名程のおじいちゃん・おばあちゃんが参加されていまし

た。まず、全員でカラオケに合わせて合唱され、会が始まりました。これからの行事の確

認、俳句や随筆の発表等が行われました。

私は、その後約４０分程時間をいただき、話をさせていただきました。

今の子どもたちの生活の様子、学校での様子等を話した後、かかわりの大切さについて

述べました。その中で、おじいちゃん・おばあちゃんのかかわりの大切さを話させていた

だき、「大いに子どもたちとかかわってください。」ということをお願いしました。

白寿会では、定期的に集まられて、地域の清掃活動の計画、震災に遭われた方への募金

等、何事にも前向きに、人生の先輩方が取組をされ

ている姿に触れ、感銘を受けました。

私は、子どもたちにも機会あるごとに、おじいち

ゃん・おばちゃんとかかわることの大切さを伝えて

いきたいと思っています。

初めてでしたが、参加させてもらいよかった、と

思える有意義な時間を過ごすことができました。

楽しく学んでいます、外国語活動！

小学校での外国語（英語）活動が定着してきました。

新聞、ニュース等でご承知のように、今後、英語活

動の時間が増えます。このことは、これからの社会の

ニーズに答えるということです。つまり、国際社会の

中で生きていくこれからの子どもたちに必要な力にな

ると考えます。

教室では、ＡＬＴの先生（英語を指導してくださる

先生）と学習を進めています。小学生では、聞くと話す学習が中心になりますが、子ども

たちが興味を持って、意欲的に英語活動に取り組んでいってくれればと思います。
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こんな時代だからこそ

皆様方の子どもたちへの
かかわりが大切なんです。

子どもたちの心や体の成長
のためにも必要です。

おじいちゃん・おばあちゃん


